
ドイツ最古の街で茶道を体験
　私は日本では英語関係の仕事
をしていて、ドイツには無縁でし
たが、ドイツ人男性と結婚し、
2007年春にドイツ最古の街トリ
アー（Trier）に来ました。ローマ
時代の遺跡や世界遺産があり、
モーゼルワインの産地でもある
美しい街です。

今年は日独150周年…
　ドイツと私の付き合いは、ほん
の5年足らずですが、日本とドイ
ツの交流は今年で150年にもなる
そうで、それを記念してドイツ各
地でも様々なイベントが行われ
ています。
　先日も、独日協会主催で遠州流
家元による茶道の実演が行われ
ました。夫が独日協会の役員をし
ていることもあり、家族総出で参
加して来ました。会場には在フラ

ンクフルト日本国総領事も来ら
れていました。正直、ドイツ人に
茶道の精神は伝わるんだろう
か？と心配でした。何しろ、
ショートケーキのてっぺんに
フォークをブスッとつきさして
サーブする人達なので…。確かに
運ぶ途中でフォークが落ちるこ
ともなく合理的なのですが、日本
人として、どうしても納得がいか
ないものがあります。

茶道の精神はドイツ人にも…
　さて当日は、まず家元自らが選
ばれた赤、黄、黒の三色からなる
お菓子を頂きました。これはもち
ろん、ドイツの国旗を表していま
す。そしてお花は赤と白。おめで
たい色であると同時に日の丸を
表し、これで独日というわけで
す。その後、お茶を頂き家元のお
話を聴きました。その時、「先の大
震災の被災地の方々はあの様な

プラトナー 通子 さん
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状況の下でも、互いに助け合い、
思いやり、復興に向けて頑張られ
ている。あれこそが茶道の精神。」
とおっしゃっていました。会場を
埋めていたドイツ人の心にも響
いたようで、みなさん大きく頷か
れていました。掛け軸には、これ
も家元による書で「千里同風※」と
書かれていましたが、まさに「千
里同風」のひとときでした。

我が家でも…
　家に帰って、3歳になる息子が
卵焼き用の小さな泡だて器で、
“ティーセレモニー（茶会）”をし
ているのを見て、もっと日本の素
晴らしい文化や精神をきちんと
受け継がなくては、と気持ちを新
たにしました。
（文・写真：プラトナー 通子 さん）

　

▲独日協会主催のお茶席

▲ドイツと日本を象徴する和菓子

▲※千里同風とは：　　「天下太平で、平和であること」
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人口：約8200万人
面積：35万7201㎢
首都：ベルリン（人口約340万人）

ドイツ連邦共和国
▲最優秀賞受賞者（右中）、旦那様と応援団

（文：編集ボランティア　小島俊彦）

▲インドの結婚についてのスピーチ

　今年度も、「外国人市民によるスピーチコンテスト」の出
場者募集が始まっています。スピーチコンテストの出場者
は例年、6割が市内の大学や日本語専門学校生、4割が市民
館などでボランティア団体が運営する日本語教室の学習
者です。　
　昨年度の第17回スピーチコンテストは、2011年2月19
日に行われました。7カ国15名の出場者は、皆さん上手な
日本語をあやつり、優れた表現力で会場を沸かせました。
審査委員は「差がつかなくて困った」そうです。

　受賞者6名と講評を振り返ってみると…

～スピーチコンテスト舞台裏～
　普段は、出場者にスポットライトが当たるこのイベントで
すが、今回は出場者をサポートしている、川崎市内の市民館
や市民グループのボランティアの皆さんをご紹介します。
　例年、当協会のスピーチコンテスト開催は2月ですが、出場
募集は前年の11月から開始します。応募には、スピーチ原稿
などを提出していただいています。しかし、日本在住期間が
5年以下（出場資格）の出場希望者の皆さんにとって、初めか
ら完璧な原稿を書いたり、必要書類を揃えることは簡単なこ
とではありません。そこで、ボランティアの皆さんの出番です。原稿の推敲や読み方の指導、
ＣＤ録音のお手伝いなど、丁寧な指導やサポートが大きな力となっています。
　さらに、本番では、希望する出場者が振袖や袴を着ていますが、こちらも毎年ボランティ
アで着付けをしてくださる着物教室の先生方にご尽力いただいています。　　

　また、コンテストの後の交流会では、出場者、ボラ
ンティア、協賛団体や審査員の皆様が和やかに交歓
し、スピーチコンテストも通して交流の輪が広がっ
ていることを実感するのが、担当者として楽しみと
なっています。今年度もより多くの皆様に、その輪
に加わっていただきたいと願っています。
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最優秀賞

川崎商工会議所
会頭賞

川崎市国際交流協会
優秀賞

川崎ライオンズクラブ
優秀賞

川崎市国際交流協会
特別賞

川崎ライオンズクラブ
特別賞

玄　定熹（韓国）
ひょん じょんひ

衛　　陽（中国）
えい よう

金　賢娥（韓国）
きむ ひょな

成　智恩（韓国）
そう じうん

サミーラ ダルシャナ
（スリランカ）

蔡　佳芳（台湾）
さい かほう

「人生のパートナーの見つけ方」

「私の生きる道」

「おばさんたちに愛の手を」

「楽しくあいづちを打ちましょう」

「他に何かありませんか」

「電車から見た東京」

ユーモアたっぷり。きれいな発音、話し方に説
得力があった。

力強い話し方で、しっかりと自分の考えを主
張した。

日本のおばさん達についての深い分析と、お
じさん達への提言、文章の組立が優れていた。

「あいづち」の素晴らしさについて、日本人が
気づかない点をわかりやすく語った。

内容にユーモアがあり、表現力が豊かだった。

日本人の行動様式やマナーについて、鋭い洞
察力と好意的な視点を語った。

▲交流会後に審査員や関
係者と


